
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和4年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践
タブレットを活用し情報活用能力を育成
するとともに、自己の学習をマネジメント
する力を育成し、学力向上を目指す。

●学力向上対策評価シートに示したマイプラ
ンの成果指標を達成した教師90％以上
○全教科でタブレットを活用し、目的や意図
に応じて、効果的に表現できたと回答した生
徒70％以上

・生徒が目的や意図に応じて、複数の伝達手段
を用いて調べたり考えたりした内容を、効果的
に表現する活動を、単元に１回以上行う。

A

・５月の全国学力・学習状況調査では、国語は10ポイント、数学は５ポイン
ト、理科は１３ポイント県平均を上回った。
・８月の３年生のSAGAテストでは、５教科の県平均が１１８．９点に対して、
青嶺中は１３０．１点で大きく上回った。
・コロナ感染症の影響で自宅待機となった生徒を対象に、今年度からオンラ
イン授業を始めた。

A

・１０月の３年生のSAGAテストでは、５教科の合計点数が県平均を19点上回っ
た。また、１２月の県学習状況調査では２年生が４教科で、1年生が2教科で県
平均を上回った。
・生徒が目的や意図に応じて、複数の伝達手段を用いて調べたり考えたりした
内容を、効果的に表現する活動を、単元に１回以上行ったと答えた職員は８
２％であった。また、タブレットを活用し、目的や意図に応じて、効果的に表現
できたと回答した生徒は、９２％であった。
・自己の学習をマネジメントする力については、７０％が力が付いたと答えた。

A

・ICT利活用を伴った表現活動の充実に努めていただ
いたおかげで、学力向上につながっているのだと思い
ます。ありがたいです。
・学校全体の学力が良くなっていると思う。タブレット
の活用も効果が出てきている。

学力向上対策コーディ
ネーター（研究主任）

○家庭学習の充実 ○毎日の家庭学習を１時間以上する生徒の
割合を８０％以上（R3年度全国平均75.9％）

・テストに向けた学習計画表の有効活用を進める。
・発達段階や能力に応じた問題集を個別に選択さ
せ、主体的に家庭学習に取り組ませる。

B

・毎日の家庭学習を１時間以上する生徒の割合は７４％であった。
・家庭で、３時間以上勉強する３年生徒は、全国が１０％なのに対して本校
は３．２％であった。
・今後さらに、計画表や問題集の活用を進めていく必要がある。 B

・毎日の学習時間を１時間以上している生徒は７８％でほぼ目標と同程度で
あった。しかし、２時間以上は２４％と少なく、今後も家庭学習の充実に力を入
れていきたい。
・全学年で取り入れた「習熟度別問題集」については、７３％が家庭学習に活
用したと答え、主体的に学ぼうとする姿が見られた。
・11月にデジタルドリル教材を導入。冬休みの課題でも活用したが、今後も学
校や家庭での活用について探っていきたい。

B

・先生の業務の効率化、GIGAスクール構想に向けた
取り組みとしてはとてもありがたいが、冬季休業のドリ
ルに関しては、定着を図るというより、こなすことに意
識が向いている生徒もおり、質や量の面でも改善して
いただけるとありがたい。
・ICT活用など、新しい取り組みができていると思う。

学力向上対策コーディ
ネーター（研究主任）

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて肯定的な
回答をした生徒９０％以上
○行事後の振り返りでの肯定的な自己の振
り返り９０％以上
○「自分にはよいところがあると思いますか」
というアンケート項目で、80％以上の生徒が
「あると思う」と回答する。（R3年度の全国平
均76.2％）

・人権講和や集会など、年間計画に適切に位置
づけ、人権・同和教育を推進する。
・「考え、議論する」道徳を実施し、生命尊重や
思いやり、倫理観、正義感などを育てる。
・学校行事において、生徒が主体となり活動す
る場や機会を設定し、目標を持ち振り返りを通
して、自己肯定感を育てる。

B

・6月に人権教室を実施。過去の入賞作品が映像化されたものを視聴し、人
権感覚を深めるいい機会になった。１２月に人権週間を設定している。
・自分の良さに気付いている生徒の割合は、７１％だったが、「特にそう思
う」は２３％で、全国平均の３６．１％に比べ少ない。自己肯定感を高める手
立てが必要である。 B

・道徳の授業で自分で考え、他の人と話し合う授業に積極的に参加できたと答
えた生徒は８３％であった。
・「自分にはよいところがある」に関して。肯定的な回答をした生徒は６８％で、
中間評価より数ポイント下がった。
・「行事などで生徒が主体的に活動する場や機会を設け、振り返りを通して自
己肯定感を育てる指導を行った」に関して肯定的な回答をした教職員は１０
０％だった。生徒の頑張りを可視化できる工夫をさらに取り入れたい。

B

・自己肯定感を育てる指導を行っていただいている。
生徒の良さを相互に認め合えるようになってほしいと
思う。
・自己肯定感は低いと感じる。 道徳教育推進教師

人権・同和教育担当者
特別活動主任

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめの防
止等のための取組、事案対処等）について組
織的対応ができていると回答した教員90％
以上

・毎月の生活アンケートを行い、いじめの早期
発見に努める。
・生徒指導協議会の中で、気になる子の情報を
出し合い、共通理解を図る。 A

・毎月、生活アンケートを実施し、いじめの早期発見に努めている。4月から
現在まで７件を「いじめ」として学校が認知し、市教委にも報告している。職
員間で情報を共有し、対応することができた。

A

・いじめの防止（組織的対応・早期発見）ができたかについて、肯定的な回答
をした職員は１００％だった。
・４月から現在まで12件を「いじめ」として学校が認知したが、早期発見及び早
期対応、組織的な対応を行うことができた。
・職員会議や生徒指導協議会だけではなく、日頃から情報共有を行い、気に
なる生徒への共通理解を図ることができた。

A

・現状を維持していただき、今後も柔軟な対応をして
いただきたい。

生徒指導主事

◎生徒が夢や目標をもち、その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動
○朝読書の充実と家読の推進

◎「将来の夢や目標を持っている」について
肯定的な回答をした生徒80％以上にする。
（R3年度全国平均68.6％）

・学年の発達段階に応じた進路指導を充実させる。
とくに，キャリアパスポートについては工夫して活用
する。
・いろいろな職業について知る。（１年生）
・将来の目標について、キャリアデザインを考えさせ
る。今の自分の生き方につなげる。（２年生）
・高校について知り、自分の進路を決め、実現する
ために行動する。（３年生）
・生徒会による読書活動の推進を図る。

B

・「将来の夢や目標を持っている」については、肯定的な回答は６７％だっ
た。今後も学年の発達段階に応じた進路指導を充実させる必要がある。
・３年生は進路学習において「マイノート」を作成し、学校行事や高校説明
会、体験入学等の記録を残し、進学に向けての準備を進めている。
・2年生ではキッザニア福岡での職業体験学習を実施した。
・1年生は嬉野・武雄方面への校外学習を実施し、郷土の産業について学
んだ。

B

・「将来の夢や目標を持っている」については、肯定的な回答は７２％で、中間
評価より約５％上がった。目標の８０％以上にするためには、進路学習などの
取り組みのさらなる強化を図りたい。
・１年生では職業調べ、２年生ではキッザニア福岡での職業体験や帰りの会で
の職業に関するスピーチを通して様々な職業や働くことの意義について考える
ことができた。また、３年生では将来を見据え、計画的な進路学習に取り組
み、進路選択をすることができた。

B

・最後の朝の読み語りに立ち会った。生徒の熱心な態
度に感心。生徒が綴った感想には読み語りは気持ち
を楽しくしてくれて読書好きになったなどたくさんの声
があり、心の成長に大きくつながっていると思うと同時
に、朝読書の継続は重要と感じた。
・就職や進学は難しい問題だと思う。生徒の考えと、
親の考えが違うこともあると思う。今後もうまくやって
もらいたい。

特別活動主任（主）
生徒会担当（副）
教務主任（副）
各教科主任（副）

●健康・体つくり

❶「運動習慣の改善や定着化」
❷「望ましい生活習慣の形成」
❸「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う時間が１
週間で４２０分以上の生徒８０％以上
❷「体温・健康チェックカード」の提出１００％
❸「健康に食事は大切である」と考える生徒
95％以上

・部活動時間の確保に努める。
・昼休みにおけるグラウンドや体育館での運動
の推進に努める。
・日々の健康管理となる、毎朝の「体温・健康
チェック表」を活用する。
・食生活アンケートを行う。

A

・９７％の生徒が朝食を毎日食べており、全国平均の９１．９％を大きく上
回った。
・１１月に食育講演会を実施予定。
・体温・健康チェックカードの提出は、９月末現在で約９９％であり、今後も
継続して呼びかけを行う。

B

・授業以外で運動を行う時間が、１週間で４２０分以上の生徒は６７％だった。
・「体温・健康チェックカード」の提出は、９１％ができており、毎日数名の未提
出者がいた。
・「健康に食事は大切である」と回答した生徒が９９％、毎日朝食を食べてきて
いる生徒が９５％ということで、家庭の協力が大きかったことが分かった。

B

・授業以外に運動する時間は目標に届いていない
が、文武両道は大事だと思う。運動習慣を高める部
活動充実の継続を。
・家庭の協力が大切。学校と家庭はうまくいっていると
思う。

体育主任
養護教諭

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時
間の上限を遵守する。

・定時退勤日、部活動休止日の設定
・学校閉庁日の設定
・退勤目標時間の自己設定
・施錠時間の設定・掲示 B

・水曜日を定時退勤推進日と定め、１７時30分ごろにおおよそ退勤できてい
る状況である。
・業務効率化を目指して電子ツールの導入を進め、保護者からの欠席・遅
刻連絡や文書配布、アンケートなど、紙媒体から電子処理に変えた。
・年間の超過勤務時間月平均は、８月以降の下校時間の早まりに比例して
少なくなってきた。

B

・各職員が退勤目標時間を自己設定し、ホワイトボードに記入し掲示したこと
で意識化を図ることができた。
・昨年度に比べ、勤務超過時間月平均は、中体連前の６月と夏季休業中の８
月は同程度であったが、その他の月については大幅に減少した。 B

・退勤時間の意識化と超過勤務の減少ができたの
は、A評価に値する。
・概ね目標を達成できている。
・成果指標の時間を明記し、結果も時間数がわかれ
ば評価しやすい。

管理職

○年休の取得を増やす。
○超過勤務の時間を意識して仕事をさ
せる。

○長期休業中を中心に、年間１０日以上年休
をとった職員が8０％以上
○年間の超過勤務の時間が月平均４5時間
以内の職員の割合が７０％以上

・管理職が年休取得を推進することを職員に伝
えるとともに、個別に声掛けを行う。
・毎月、個人ごとに超過勤務時間（月ごとの時
間と総時数）を知らせ、年間360時間を意識して
仕事をさせる。

B

・年休平均取得日は、９月末現在で約８日であるが、個人によりばらつきが
ある。今後も年休取得可能な日などに個別に声掛けを行う必要がある。
・時間を意識して仕事に取り組んでいる職員は半数で、今後もタイムマネジ
メントの意識化を進めていく必要がある。 B

・全職員の年平均取得日は約１４日だったが、年間１０日以上取得できた職員
は５８％で、目標に届かなかった。
・年間の月平均超過時間４５時間以内の職員の割合は６１％にとどまったの
で、さらに改革が必要である。
・時間を意識して仕事をすることができた職員は８８％で、中間評価時に比べ
タイムマネジメントの意識が向上してきた。

B

・年休取得日数が目標に届かなかったのは残念であ
る。
・目標に少し届いていない。
・学校の勤務は忙しいと思いますが、目標達成に向け
てよろしくお願いいたします。

管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○特別支援に関する専門性が向上した教員
１００％

・特別支援に関する職員研修会を実施する。
・ケース会議を開催し、情報とそれに基づく対応
方法を共有する。

A

・夏季休業中に、講師を招いた職員研修を実施すすることができた。
・校内支援委員会の中で、配慮を要する生徒に関して共通理解をするとと
もに、協議を行うことで特別支援教育への理解を進めることができた。

A

・夏季休業中の職員研修だけではなく、特別支援学校の巡回相談やＷＩＳＣ検
査で外部の講師を招き、協議をする中で職員の専門性を向上させることがで
きた。
・校内支援委員会（３回実施）で生徒の状況を把握し、慎重に協議を行い、生
徒・保護者に適切な就学先を勧めることができた。
・特別支援教育に関する専門性が向上したと回答した職員は１００％だった。

A

・特別支援教育の専門性が向上したのは、A評価に
値する。
・目標通りの取り組みができている。
・素晴らしいです。

特別支援教育コーディ
ネーター

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

望ましい人間関係を育み、自ら考え自ら行動する生徒の育成

学校関係者評価

最終評価 学校関係者評価
主な担当者

主な担当者

・タブレットを活用した研究授業に全職員で取り組み、指導案の検討から授業後の振り返りまで議論することで授業の質を上げることができた。来年度も継続して、全職員による研究授業に取り組んでいきたい。
・２年生の県学習状況調査ではほぼ全ての教科で県平均を上回った。また、３年生の全国学力・学習状況調査やSAGAテストでは全教科で県平均を上回るなど、学力の向上が見られた。
・自分の良さに気付いている生徒の割合が全国平均を下回っている状況である。自己肯定感を高めるため、生徒が自分のがんばりをいつでも可視化できるような工夫等に取り組んでいきたい。
・教師の働き方改革については、職員の意識の向上もあり、昨年度より勤務超過時間の月平均時間は減少した。しかし、個人差もあるため、来年度も業務改善及びタイムマネジメントの意識化を継続して進めていく必要がある。

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

中間評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価

１　前年度

　　評価結果の概要

２　学校教育目標

３　本年度の重点目標

学校名

①タブレットPCなどのICT機器を活用し、情報活用能力、特に効果的に表現する力を高めながら、学力向上を目指す。

②自分の良さに気付き、自分の将来の目標を持たせるとともに、キャリアデザインを考え、今の自分の生き方につなげるように指導を行う。

伊万里市立青嶺中学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

・GIGAスクール構想の実現のため、スーパーティーチャーを中心にタブレットを活用した研究授業に全職員で取り組み、指導案の検討から授業後の振り返りまで議論することで授業の質を上げることができた。
・特に、２年生の県学習状況調査では、県平均を全教科で上回り、中でも国、英、理では１０ポイント以上上回るなど学力の向上が見られた。
・心の教育では、道徳教育推進教師が自ら「考え、議論する」道徳の授業を提案し、指導案の検討から授業後の振り返りまで全職員で取り組むことで、その後の各学級での道徳の活性化が見られた。
・教師の働き方改革については、平日の退勤は早まってきたが、長期休業中の取得が思うように増えなかった。職員の意識改革と共に保護者の理解を得ながら、平日や土曜日など部活動を交互に出るなど目に見える改革が必要である。


